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研究成果の概要（和文）：　本共同研究は、近代日本の探偵小説の特質を、1920年代の世界同時的なモダニズム
運動の中で捉え直し、そこから今日に至る探偵小説の展開を、西欧の探偵小説や日本の文学との関係だけでな
く、マスメディアや映画をはじめとする視覚メディアとの錯綜した交渉関係性に着目しながら明らかにする長期
的な史的研究である。
　それぞれの時代の科学的言説やテクノロジー、サブカルチャーとの交渉、探偵小説のメディアミックス展開に
も目を向け、探偵小説の社会的な位置づけの変遷を分析概念の新たな理論構築によって明らかにすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：　This collaborative research is aimed at reexamining the characteristics of
 the modern Japanese detective story in the worldwide simultaneous modernism movements of the 1920s 
and is the long-term historical study which makes clear the development of a detective story from 
there to today paying attention to complicated relationship of negotiations with visual media such 
as the mass media and a movie as well as a relation between European detective story and Japanese 
literature.
　We paid more attention to the scientific discourse and technology of each time, the negotiations 
with the subculture, the media mix development of the detective story and clarified the change of 
the social positioning of the detective story by the new theory construction of the analysis 
concept.

研究分野： 日本近代文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(１) 応募者は、研究代表者として平成 20 年
から 22 年度にわたって文科省科学研究費補
助金（基盤研究Ｃ）を得て、研究課題「1960
年代日本における文学概念の変容について
の総合的研究」に従事した。本共同研究の目
的は、日本の 1960 年代において、社会的・
思想的・政治的な諸言説が重層的・多元的に
干渉し合いながら、文学概念の編成と再編が
どのように行われたのかを究明することに
あった。純文学／探偵小説、カルチャー／サ
ブカルチャー、文学／政治、事実／虚構とい
った 60 年代の文学をめぐる新たな線引きと
錯綜した諸言説をさまざまな領域から横断
的に分析することで、1960 年代の文学をめぐ
る歴史的な特質を総合的に明らかにした。探
偵小説やサブカルチャーとのジャンル横断
的な文学研究は、研究代表者として平成 23
年から 25 年度にわたって文科省科学研究費
補助金（基盤研究Ｃ）を得た研究課題「１９
６８年以降の現代文学とサブカルチャーの
相互交渉と再編に関する総合的研究」に引き
継がれた。今日の文学研究・文化研究の問題
点を近代批判の文脈から 68 年の思想まで遡
り整理した上で、68 年代以降今日に至る現代
日本文学とサブカルチャー、あるいは活字メ
ディアと視覚メディアの錯綜した交渉関係
を、村上春樹の登場とその受容史という縦軸
を中心に同時代の文化・メディア環境も視野
に納めながら通史的に明らかにしたもので
ある。 
 
（２）本共同研究は、上述の研究課題を引き
継ぎつつ、研究対象を探偵小説というジャン
ルに特化した。このジャンルは、学術研究対
象の端緒となったばかりで、包括的なジャン
ル論及び史的研究はまだなされていない新
領域であり、1920 年代から現代までの探偵小
説の成立と再編過程が通時的・総合的に究明
することが期待される。ある時期の探偵小説
の特質を部分的に捉える論点や分析概念は
これまでにも提出されたが、日本探偵小説史
を 1920 年代から今日まで、戦前と戦後を分
割せず、総合的に捉える分析概念とパースペ
クティブはまだ構築されていない。 
 
２．研究の目的 
（１）近代日本の探偵小説の特質を、1920
年代の世界同時的なモダニズム運動の中で
捉え直し、そこから今日に至る探偵小説の展
開を、西欧の探偵小説や日本の文学との関係
だけでなく、マスメディアや映画をはじめと
する視覚メディアとの錯綜した交渉関係性
に着目しながら、具体的な相において明らか
にする長期的な史的研究である。 
 
（２）多様なメディアとのジャンル横断的な
探偵小説史を構築するためには、従来の方法
論や文学理論では捉えきれないという観点
から、新たな分析概念及び探偵小説理論の再

構築も同時に目指す。それぞれの時代の科学
的言説やテクノロジー、サブカルチャーとの
交渉、探偵小説のメディアミックス展開にも
目を向け、メディアとしての探偵小説の社会
的な位置づけの変遷を分析概念の新たな理
論構築によって明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）共同研究者は、探偵小説の近代性とジ
ャンルの特殊性をめぐる通史的な展開と同
時代言説との個別具体的な事象の分析を通
した理論構築という二つの座標軸に基づい
た方法論を共有する。押野武志（研究代表者）
は、戦前期の探偵小説を中心に叙述トリック
の史的展開を究明しながら、研究全体を統括
する。谷口基（研究分担者）は、戦中・戦後
の変格探偵小説を中心に、その史的展開と、
「変格」概念の再定義を行う。横濱雄二（研
究分担者）は、1970～80 年代の探偵小説を中
心に、メディアミックス研究を行う。諸岡卓
真（研究分担者）は、1990 年代以降の探偵小
説を中心に、ジャンルの純化と拡散化の諸相
を明らかにする。吉田司雄（連携研究者）は、
探偵表象につていの史的研究を通して研究
全般の企画補助を行う。 
 
（２）研究代表者及び研究分担者のそれぞれ
の具体的な研究の方法は以下の通りである。 
 
①押野武志は、江戸川乱歩の探偵小説と犯罪
報道との関係性を中心に、戦前期の本格探偵
小説の再評価を目指す。乱歩作品の二〇世紀
的探偵小説の先駆性と同時に、乱歩の描く探
偵像の変容という側面と心理の発見という
問題に着目しながら、乱歩がなぜ本格ミステ
リから撤退し、変格ミステリに向かったのか
も明らかにする。さらに、乱歩のトリック偏
重主義が戦後の本格ミステリにどのような
影響を与えたのかを、叙述トリックの再定義
を行いながら明らかにする。60 年代の松本清
張らの社会派ミステリの登場に伴う平野謙
の提起から高見順・中村光夫・山本健吉・江
藤淳・福田恆存らが参加して行われた「純文
学変質論争」や中井英夫のアンチミステリに
も着目し、純文学／探偵小説といった枠組み
を超えた文学概念の変容について明らかに
する。 
 
②谷口基は、著書『変格探偵小説入門』（2013
年、岩波書店）にて提示した〈変格探偵小説〉
の定義を補完するため、同書の各論から漏れ
た城昌幸、瀬下耽、氷川朧などの、幻想質の
作品を得意とした作家たちの作品群を分析
する。探偵小説と既成文学作品とをつなぐ
〈文学性〉には、怪奇・幻想の要素が特に顕
著であるが、従来の怪談とは異なる〈非論理
の論理〉で貫かれた〈変格探偵小説〉の創出
に成功した江戸川乱歩、夢野久作らと比較し
て、これら作品群がいかなるオリジナリティ
を主張し得るのか――この点を明瞭にする



ことが第一の目的である。同時に、横田順彌、
長山靖生らの先行研究においては〈古典的
SF〉と位置づけられた海野十三、蘭郁二郎ら
の作品における〈変格探偵小説〉としての意
義を論証することを目指す。 
 
③横濱雄二は、横溝正史の探偵小説とその映
画化作品などのメディアミックスを中心に、
戦後期の本格探偵小説と 1970 年代から 80年
代にかけての探偵小説とを比較検討する。横
溝正史作品はその作風から 60 年代のいわゆ
る社会派ミステリの隆盛の陰に忘却されて
いたが、60 年代末から再評価され 70 年代に
脚光を浴びることとなった。そこで横溝正史
作品の受容について、第二次世界大戦後の
1940年代後半から50年代と70年代以降とを
比較することによって、両者の間にある探偵
小説をめぐるパラダイムの変化を見通すこ
とを目指す。具体的には、同じ小説作品の映
画化（テレビドラマを含む）について、その
相違点を明らかにすることを第一とし、当時
の探偵小説専門誌や映画雑誌を手がかりに、
それらの受容のあり方を把握し、相互に比較
検討する。 
 
④諸岡卓真は、1990 年代以降の「新本格」と
呼ばれるグループに注目し、この時期の探偵
小説が描く推理の特徴について検討する。法
月綸太郎「初期クイーン論」（『現代思想』1995
年 2月号）に代表されるようにこの時期の探
偵小説は「ロジック」へのこだわりが強いが、
一方で幽霊や超能力、魔法といった超自然的
な要素も探偵が語る推理の必須要素として
提示されることが多かった。一見すると相反
する二つの要素が、「新本格」の作家たちが
描く推理のなかでどのような関係性にある
のかを、綾辻行人や米澤穂信らの諸作を通し
て具体的に分析して明らかにする。 
 
⑤吉田司雄は、研究課題「忍者と探偵、近代
日本におけるキャラクター表象の形成と海
外伝播に関する文化研究」の研究代表者とし
て、平成 25・26・27 年度の挑戦的萌芽研究
の交付を受けている。忍者表象や忍者映画と
の比較検討を通しての日本における探偵像
の特殊性についての研究や日本の探偵小説
のアジアにおける受容の実態についての研
究と本共同研究を接続させることで、本共同
研究とサブカルチャーとの相互関連性をさ
らに発展させる。またアジア圏の研究者との
学術的ネットワークを構築する。 
 
４．研究成果 
（１）平成２６年度は、上述の研究目的、研
究方法に沿って研究に従事した。探偵小説の
近代性とジャンルの特殊性をめぐる通史的
な展開と同時代言説との個別具体的な事象
の分析を通した理論構築という二つの座標
軸に基づいた方法論を共有しながら、研究を
分担した。その成果は、上述の吉田司雄が研

究代表を務める科研課題との共同のシンポ
ジウム「忍者と探偵が出会うとき」（平成２
６年８月９日、北海道大学）の開催に結実し
た。忍者表象との比較検討を通しての日本に
おける探偵象の特殊性いついての研究や、日
本の探偵小説のアジアにおける受容の実態
についての研究と本共同研究を接続させる
ことで、本共同研究とサブカルチャーとの相
互関連性をさらに発展させることができた。 
 
（２）平成２７年度は、前年度の研究成果を
踏まえて研究を推進すべく、共同シンポジウ
ム「忍者と探偵が出会うとき Ⅱ」（平成２
７年８月１日、甲南女子大学）を行った。前
年度に開催した共同シンポジウムを承けて、
企画されたものである。忍者から探偵へと変
容するキャラクター表象の変容や現代の漫
画や探偵小説に受け継がれている忍者や隠
密的イメージの特質を明らかにした。 
押野武志は、1920 年代の探偵小説の叙述ト

リックやメタフィクションの特質を同時代
のモダニズム文学と交錯させながら、現代の
探偵小説において多用される「セカイ系」や
「ループもの」の具体的な分析を通して、「フ
ラット」といった分析概念を、活字メディア
と視覚メディアを横断的に分析できる概念
として再定義する作業に入った。 
谷口基は、戦前探偵小説における〈変格〉

的性質が戦後探偵小説にいかなるかたちで
継承されていったかを確認する。〈変格〉の
精神性が、〈探偵小説〉が〈推理小説〉へと
再編成されていく流れのなかで削ぎ落とさ
れ、他ジャンルへの編入を余儀なくされたと
いう定説を保留し、その転換期の詳細を明ら
かにするとともに、戦前・戦後の探偵小説史
の空隙を埋めることを目指した。 
横濱雄二は、1970 年代から 80 年代の探偵

小説とそのメディアミックスについて、横溝
正史作品を中心にその諸相を検討する。とり
わけ、従来の文学研究やミステリ批評では
「謎解き」に焦点が当てられ、「探偵と犯人
の知的闘争」（江戸川乱歩）の側面は重視さ
れてこなかった。そこで探偵表象を具体的に
検討することで、謎解きと同様に探偵小説で
必須の要素である探偵と犯人のあり方を再
考し、ミステリに対する新たな視座の構築を
目指した。 
諸岡卓真は、現代の小説やビデオゲームの

中でも、真相への到達よりも登場人物たちに
よる「推理合戦」そのものを興味の力点とし
た作品群を具体的に分析し、現代探偵小説に
おける「推理」の特徴を検討する。また、そ
のような作品にはしばしば「変格」的な要素
が同時に見られることから、引き続き探偵小
説における超常的な要素の検討作業も行っ
た。 
 
（３）平成２８年度は、多くの研究成果をま
とめる総括的な研究の段階に至るべく、研究
報告会（平成２８年１２月１７・１８日、甲



南女子大学）を開催した。本共同研究の目的
を踏まえた本年度の研究計画の実施状況や
各自の研究成果を報告し合い、共同研究全体
について総括を行った。押野武志は、戦前期
の探偵小説を中心に叙述トリックの史的展
開を究明しながら、研究全体を統括した。谷
口基は、戦中・戦後の変格探偵小説を中心に、
その史的展開と、「変格」概念の再定義を行
った。横濱雄二は、1970～80 年代の探偵小説
を中心に、メディアミックス研究を行った。
諸岡卓真は、1990 年代以降の探偵小説を中心
に、ジャンルの純化と拡散化の諸相を明らか
にした。 
本共同研究の研究成果を平成２９年度に

公表すべく、出版企画についても討議した。 
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